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｢遊覧船からみた浄土ヶ浜｣ 

撮影者：小林 康浩 
撮影日：平成 26年 8月 30日 
カメラ：Nikon D70 シャッター速度：1/2,500

絞り：f8.0 焦点距離：18mm 
場所：岩手県宮古市 浄土ヶ浜 
撮影余話：このたび｢旅行会｣グループが主催す

るバス旅行「龍泉洞・浄土ヶ浜・三陸鉄道の
旅」に参加した。東日本大震災から３年余、
まだ震災の傷跡が大きく残る復興途上の各地
を廻って改めて被災の大きさを見ました。浄
土ヶ浜遊覧船では出発と同時に多くのウミネ
コが船に集まってきて、朝日に照らされた海
岸線を見る景色は素晴らしく､ウミネコを含
めた撮影に時の経つのを忘れる位でした。 

日立社友クラブ茨城支部ホームページ  http://shayuu-iba.la.coocan.jp/ 
日立理科クラブ ホームページ         http://www.hitachi-rika.com 

１ 

リレー随筆（４９） 

囲碁は老いて尚楽し   鈴木 博之         

囲碁は年齢に関係なく楽しめると言

われていますが、傘寿を超えると気力、

棋力共に年々低下していくので情けな

い。今回投稿依頼を受けたのをチャン

スに囲碁の歴史や教えをもう一度噛み

しめ自分への激励と戒めとしたい。 
囲碁の起源は確かなことは判らず、

一例をあげると、 
◎うわ手(上手な人)は苦しくならない様に考え、した

手は苦しくなってから考える 
◎うわ手は負けないように打ち、した手は勝ちたい勝

ちたいと打つ 
◎うわ手は投げ場(途中で負けを宣告)を知り、した手

はとどめを刺されるまで打つ 
日本で碁の強さを示す段位制度が出来たのは、四世

本因坊道策(江戸時代前期)の時代で、中国の九品(品位

には九つの段階が有る)に従ったものです。 
囲碁の九品は各段に相応しい品格を示すものとして初

段から順に、守拙、若愚、闘力、小巧、用智、通仙、

具体、座照、入神(九段)、が用いられています。 
例えば八段の座照は、座ればたちまち盤を照らす実力

者の品格を意味しています。正式の免状には現在も用

いられている様です。 
堅苦しいことを列記しましたが、囲碁は江戸時代か

ら庶民に非常に親しまれ、囲碁に由来する慣用語が非

常に多くあります。岡目八目、一目置く、手を打つ、

先手を打つ、駄目押し、八百長、布石、定石、捨石、

等々です。調べると色々面白い参考になることが多い

のに驚きます。さらに私にとって｢手談｣の有難さを味

わうのは年に一度八十六歳の兄と囲碁を打つことで､

対局を楽しむ筆者 

中国の皇帝が息子の教育の為に考えたと言う説、或い

は碁盤を宇宙に見立て、占いや天文学の道具として始

まった等色々言われていますが、春秋時代(紀元前 700

年頃)には既に庶民に楽しまれていた様であります。 
日本には７世紀頃に伝わっており、正倉院には当時の

碁盤と碁石が収められています。 
その様な古い歴史だけに奥が深く教えられることが

多い。先ず囲碁を表現する言葉には色々あり、代表的

なのが｢手談｣、これは一般に使われている｢手段」とは

異なります。つまり盤に石を置くだけで会話となり、

一局打つだけで初対面の人とも仲良くなれると言う意

味で囲碁の代表的別称となっています。その他｢棋道｣ 

｢烏鷺(うろ)｣ ｢幽玄(ゆうげん)｣ ｢忘憂(ぼうゆう)｣ ｢爛

柯(らんか)｣等、それぞれに教えの物語があります。 
囲碁はマナーを大切にしています。囲碁は礼に始ま

り礼に終わると言われており、打ち始めるときに｢お願

いします｣、対局後は勝っても負けても｢有り難うござ

います｣と、一礼する習わしとなっており気持ちの良い

ものです。 
更に古いだけに色々な諺があり、碁の心得としてだ

けではなく人生訓としても参考になります。 

何も話をしなくても楽し

い雰囲気に浸ることが出

来ることです。これから

は品格を少しでも高める

ように努め､多くの人と

囲碁を｢手談｣として楽し

むことに心がけ人生を楽

しく豊かに過ごしたいと

考えている。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

条
件
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
文
化
を
身
に
つ

け
る
重
要
性
を
実
感
し
た
。 

能
楽
の
構
成 

２ 

能
楽
と
の
出
会
い 

そ
れ
は
二
〇
代
前

半
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
妹
の
結
婚
披
露

宴
で
、
新
郎
仲
田
睦

男(

故
人
・
当
時
多 

「能」に 魅 せ ら れ て 
《舞って謡って５０余年》         佐々木 正祥 

賀
工
場
生
産
技
術
部)

の
上
司
と
先
輩
が

代
わ
る
が
わ
る
祝
言
を
謡
っ
て
下
さ
っ

た
。
父
親
代
わ
り
の
私
は
そ
の
謡
に
深
く

感
動
し
た
。
こ
れ
を
動
機
に
日
立
会
謡
曲

部
観
世
会
に
入
り
能
楽
の
稽
古
を
始
め

た
。
当
時
日
立
会
謡
曲
部
観
世
会
の
講
師

だ
っ
た
鵜
沢
雅
師
に
つ
い
た
。
現
在
は
そ

の
娘
さ
ん
の
鵜
沢
久
師
に
、
月
に
一
回
稽

古
し
て
頂
い
て
い
る
。 

役
立
つ
。
謡
曲
一
五
徳(

小
堀
遠
州
ま
た
は

細
川
幽
斎
作
と
伝
え
ら
れ
る)

は
次
の
様

に
述
べ
て
い
る
。 

・
行
か
ず
し
て
名
所
を
知
る 

・
旅
に
在
っ
て
知
音
を
得
る 

・
習
わ
ず
し
て
歌
道
を
識
る 

・
詠
め
ず
し
て
花
月
を
望
む 

・
友
な
く
し
て
閑
居
を
慰
む 

・
薬
な
く
し
て
鬱
気
を
散
ず 

・
思
わ
ず
し
て
座
上
に
登
る 

・
望
ま
ず
し
て
高
位
に
交
わ
る 

・
老
い
ず
し
て
故
事
を
知
る 

・
恋
せ
ず
し
て
美
人
を
懐
う 

・
馴
れ
ず
し
て
武
芸
に
近
づ
く 

・
軍
せ
ず
し
て
戦
場
を
知
る 

・
祈
ら
ず
し
て
神
徳
を
得
る 

・
触
れ
ず
し
て
仏
道
を
知
る 

・
厳
ら
ず
し
て
形
美
を
嗜
む 

Ｇ
Ｅ
社
の
技
術
者
と
の
出
合
い 

一
九
六
七
年
の
前
半
米
国
カ
リ
ホ
ル
ニ

ア
州
サ
ン
ノ
ゼ
市
に
在
っ
た
、
Ｇ
Ｅ
社
原

子
力
事
業
本
部
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
部
で
仕
事
を
し
た
。
仕
事
が

終
っ
た
後
の
宴
会
で
、
謡
と
仕
舞
を
披
露

し
喜
ば
れ
た
。
Ｇ
Ｅ
社
員
の
子
弟
が
通
う

小
学
校
で
、
社
会
科
の
招
待
講
師
と
し
て

日
本
の
話
を
し
、
余
興
に
謡
い
と
仕
舞
を

披
露
し
て
大
変
喜
ば
れ
た
。
こ
れ
が
Ｇ
Ｅ

の
社
内
新
聞
に
写
真
入
り
で
紹
介
さ
れ
、

市
内
の
他
の
学
校
へ
も
招
か
れ
講
演
し

た
。
日
本
文
化
に
造
詣
の
深
い
技
術
者
と

親
し
く
な
り
、
週
末
に
誘
わ
れ
て
訪
問
し
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。
小
生
は
帰
国

後
に
結
婚
し
た
。
そ
の
時
Ｇ
Ｅ
社
の
ク
ー

会員投稿（第４７回） 

の
身
の
こ
な
し
は
日
本
の
古
武
術
と
同
じ

で
あ
る
。
大
切
な
の
は
、
構
え
と
運
び(

歩

き
方)

で
、
穏
や
か
な
動
き
は
太
極
拳
、
活

発
な
動
き
は
少
林
寺
拳
法
に
似
て
い
る
。
仕

舞
は
立
っ
た
座
禅
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ビ

デ
オ
を
活
用
す
る
こ
と
も
良
い
。 

茨
大
能
楽
研
究
会 

茨
大
工
学
部
で
平
成
四
年
か
ら
一
五
年

間
設
計
製
図
の
講
師
を
務
め
た
。
そ
れ
が
縁

で
特
別
講
座｢

国
際
人
と
し
て
の
教
養
の
た

め
の
能
入
門｣

を
行
い
、
学
生
を
対
象
に
稽

古
を
始
め
た
が
、
次
第
に
学
生
か
ら
敬
遠
さ

れ
て
、
現
在
は
一
般
市
民
の
方
だ
け
で
稽
古

を
し
て
い
る
。 

場
所
…
成
沢
交
流
セ
ン
タ
ー 

日
時
…
毎
週
水
曜
日
午
後
５
時
～
７
時 

会
費
…
茶
菓
代
と
し
て
月
千
円
を
徴
収 

指
導
は
小
生
が
行
っ
て
い
る
。
興
味
の
あ
る

方
は
何
時
で
も
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。
稽

古
の
成
果
を
、
毎
年
日
立
能
楽
会
新
春
発
表

会(

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
特
設
能
舞
台)

、
秋

の
日
立
地
区
文
化
祭
能
楽
発
表
会(

日
立
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル)

に
て
発
表
し
て
い
る
。 

市
民
文
化
活
動 

 

現
在
、
日
立
市
文
化
協
会
理
事
、
日
立
地

区
文
化
協
会
事
務
局
長
、
日
立
能
楽
会
会
長

な
ど
を
努
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
体
力
維
持

と
ボ
ケ
防
止
に
役
立
っ
て
い
る
。 

仕舞扇を持つマリリン
夫妻と筆者 

能
楽
の
稽
古 

通
常
我
々
が
能
楽
を
楽
し
む
稽
古
と
し

て
は
、
ま
ず
声
楽
と
し
て
の
謡(

う
た
い)

を
習
う
。
最
初
は
先
生
か
ら
の
口
移
し
で
稽

古
す
る
。
大
切
な
こ
と
は
姿
勢
を
良
く
し
、

臍
下
丹
田
に
力
を
入
れ
て
発
声
す
る
事
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
テ
ー
プ
な
ど
を
活
用
す
る

と
効
率
が
良
い
。 

次
の
段
階
は
仕
舞
の
稽
古
で
あ
る
。
仕
舞

 

佐
々
木 

正
祥
氏 

連
絡
先 

〒3
1
6
-0
0
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日
立
市
中
成
沢
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-
14
-
2
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電
話02

9
4
-3
7
-
06
3
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メ
ー
ル:

 
m
sa
s
a
ki
@
m
x5
.
t
tcn

.
n
e
.
jp 

国立能楽堂にて
仕舞｢鵺｣を舞う

筆者 

能装束｢吉野天人｣を
纏う筆者 

左は故河原誠二さん(筆
者の師 元茨支部会員) 

GE社社員との食事
右端が筆者 

筆者の結婚記念写真 最前
列左端がクーゼルさん 

能
楽
の
歴
史 

能
楽
は
奈
良
時
代
に
中
国
か
ら
入
っ
て

き
た
散
楽
を
始
祖
と
す
る
。
当
初
は
物
真

似
滑
稽
の
類
で
あ
っ
た
。
約
六
五
〇
年
前

の
南
北
朝
時
代
に
観
世
親
子
が
声
名(

し

ょ
う
み
ょ
う)

・
田
楽
・
ク
セ
舞
そ
の
他
の

民
俗
芸
能
を
取
り
入
れ
、
幽
玄
を
テ
ー
マ

と
す
る
今
日
の
能
楽
を
完
成
し
た
。
当
初

は
神
社
・
仏
閣
の
お
祭
り
の
客
寄
せ
で
あ

っ
た
。
名
声
が
高
ま
っ
て
足
利
将
軍
の
目

に
留
ま
っ
た
。
以
後
豊
臣
秀
吉
・
徳
川
幕

府
な
ど
の
庇
護
を
受
け
、
武
家
の
式
楽
と

し
て
発
展
し
た
。
明
治
維
新
の
際
は
一
時

衰
退
し
た
が
、
現
存
す
る
世
界
最
古
の
仮

面
音
楽
劇
と
し
て
、
日
本
で
は
最
初
に
国

連
の
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。 

能
楽
の
効
用 

能
楽
は
知
力
と
体
力
の
向
上
と
維
持
に

ゼ
ル
さ
ん
が

遥
々
来
日
し

て
、
小
生
の

結
婚
式
に
参

列
し
、
祝
辞

を
述
べ
て
く

れ
た
。そ
の
数

年
後
小
生
は
、

彼
の
お
嬢
さ

ん(

マ
リ
リ
ン

さ
ん)

の
結
婚

式
に
渡
米
し
、

お
祝
い
の
仕

舞
を
舞
い
、持

参
し
た
仕
舞

扇
を
結
婚
の

お
祝
品
と
し

て
差
上
げ
た
。 

こ
れ
ら
の

経
験
か
ら
日

本
人
が
世
界

で
活
躍
す
る
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年会費納入お忘れの方にお願い 
会費(同好会費含む)の納入をお忘れの方には、個

別にその内容を別紙にてご通知致しておりますの
で、ご確認の上納入下さるようお願い致します。 

理事会・茨城支部役員会報告 

＊第 63-第 4回 日立社友クラブ理事会報告 
１．開催日：平成 26 年 9月 4日(木) 
２．議事 

・新入会員の件： 
70名が入会され、9月4日時点の会員数は6,319
名となった。 

・第 64回日立社友クラブ総会の件： 
10月 3日(金) ホテルニューオータニで実施。
総合司会は久野支部長が担当された。 

   長寿祝 白寿：4名 米寿：60 名 
     喜寿：404 名(過去最多) 

＊平成 26年 9月 茨城支部役員会報告 
１．開催日：平成 26 年 9月 5日(金) 
２．議事 

・新入会員の審議： 

訃 報 真に残念ですが、苦楽を共にした次の 
方がお亡くなりになりました。 
衷心よりご冥福をお祈り致します。 
石崎   幸 平成 26年 06月 29日 享年 89歳 
金森 直和 平成 26年 07月 18日 享年 74歳 
竹内   守 平成 26年 08月 19日 享年 78歳 
 

新入会員 20名の審議が行われ、入会が承認され
た。 9 月 5日現在で茨支部会員数は 1,086 名と
なった。 

・役員交代の件： 
水戸・勝田地区担当役員の中島 宏氏が退任し､
齋藤 満男氏が就任した。 

 

会 員 のたより  

｢ホームページの会｣    小宮山 豊 

｢野鳥自然観察グループ｣  伊藤 久雄 
野鳥観察グループに参加してぼつぼ

つ 10年になります。しかしまだ鳥の名
前が覚えられず、双眼鏡の視野に野鳥
の姿を入れるのに苦労している成績の
悪いメンバーです。 

参加のきっかけは同じ町内に住む二人の野鳥観察グ
ループの先輩に誘われて参加しました。先輩たちは毎
回車で迎えに来て、川の中洲、湖やいわゆる里山など
の野鳥観察場所に連れて行ってくださいます。 

野鳥観察の初心者に必要なものは｢双眼鏡｣だけです。
当初オペラグラス程度のものしかなかったので、先輩
に教えてもらって入手しました。現地では三脚に乗せ
た望遠鏡の視野に野鳥を入れて見せてもらいます。こ
れが空を飛んでいる鳥からは予想もつかない色とりど
りにきれいな色をしており、自然の不思議を感じます。 

野鳥観察の先輩方は鳥を見に行くとはいわずに鳥に
｢会う｣といいます、本当に鳥が好きな楽しい人たちで
す。観察会はだいたい午前中なので、帰りにグループ
のメンバーとそばやうどんをにぎやかに食べる。それ
は楽しい時間です。皆さんに迷惑をかけながら、月に
一度の観察会を楽しみにしております。 

 私が初めてホームページに取り掛か
ったのは平成 13年、茨城支部同好会の
｢ＨＰの会｣に入会してからです。 
｢ＨＴＭＬ文書作成の手引き｣等色々

と導入資料を作成して懇切丁寧に指導

してくれたことを思い出します。それでもパソコンそ
のものを手掛けたばかりで思うようにホームページそ
のものを作成できませんでした。他人のホームページ
を覗いては自分も簡単な物でも早く作成してアップロ
ードしたいと思い悩みました。 

平成 17 年度に｢ＨＰの会｣ではＩＢＭ社の｢ホームペ
ージビルダー｣を作成ソフトに選んで、皆が自分のホー
ムページを作れるよう指導してくれました。 
技法は習得したが、次に何をホームページに載せる

かで長い時間が掛かりました。これと言って皆さんに
公開できるような物を持っていないことに気づきまし
た。幸い海外旅行の写真が残っていたのでこれを整理
したこと、もう一つは趣味で始めた書道作品があるの
でこれも整理して平成 20年に公開しました。 
講師の先生や会の皆さんのお力添えで何とかアップ

できました。これからはできるだけ早くリニューアル
して新しいホームページに置き換えたいと思っており
ます。 

｢専門講座｣         笹島 弘 

し、東北地方のみならず茨城の日立も未曽有の被害を
受けた。同好会拠点の東暁館別館も壊滅状態で活動停
止を余儀なくされた。しかし日立ＯＢのパワーは凄く、
翌月に市内公共施設を借用して再開した。会瀬の青少
年センターでのり弁を食べ、昼休みに穏やかな海岸を
散策したのが今では懐かしい。 
或る時、ＪＷＡＹテレビのＳＥがモデムの交換に来

訪し、手技良く作業を済ませて机上の数冊の分厚い教
本を見て真顔で曰く、お歳の割には高度な難しい勉強
しているのですねと、一瞬返答に困った。 
何時も驚いていることだが世話人、講師の皆さんの

パソコンの深い知識と取組の真摯さである。確かお歳
は後期高齢者の筈。私は開講時の抱負と打上げの反省
の弁の落差に嫌悪を抱く繰り返しだが、皆様の厳しく
暖かい激励と楽しい語らいが忘れられず継続したいと
願っております。 
年寄りは誰でもなれるが、年寄であることは非常に

難しいことだ。（ゲーテ）。 

 門前の小僧、習わぬ経を読む、を期
待して入会したが、以来 13 講座を受
講し、未だに輪講講師を辞退するのが
現状です。 
１年目にあの東日本大震災に遭遇

同好会行事に参加して 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．定例行事予定一覧（開催日・場所・時間などは各グループより、別途茨ネット等により連絡致します。) 

グループ名 連   絡   先  
実施日(曜日) 

場   所  時間  備   考  
11 月 12 月 1 月 

野鳥自然観察 
グループ 

藤原延弘 0294-34-4039 
ntit.fjwr@nifty.com 

17(月)   小山ダム 9:00～ 
参加費:\300/回 
原則雨天中止 

 15(月)  久慈川河口 9:00～ 

  19(月) 千波湖 9:00～ 

囲碁の会 

日立 
地区 

助川一弥 0294-24-3768 
kazy.sukegawa@net1.jway.ne.jp 

12(水) 
 10(水)   
大会 

14(水) 
同好会本部 

10:00～ 
（大会 
 9:30～) 

参加費:\100/回 
大会:\1300 

26(水) 24(水) 28(水) 
勝田 
地区 

七海 清  029-273-8450 
fwny8718@mb.infoweb.ne.jp 

20(木) 18(木) 
15(木)
大会 

大島コミュニティ
センター 

09:00～ 
参加費：\200/回 

大会：\700 

料 理 教 室 
澁口七郎 0294-43-5134 
s-shibuguchi@net1.jway.ne.jp 

10(月) 
25(火) 

8(月) 
13(火) 
26(月) 

明治商会 10:00～ 参加費：\1700/回 

卓球クラブ 
綿引邦彦 0294-37-1491 
perroygato4923@net1.jway.ne.jp 

5、12 
19(水) 

3、10 
17(水) 

7、14 
21(水) 

会瀬体育館 
9:00～ 
12:00 

参加費、会場費等 
まとめ:\2500/年 

デジカメ 
クラブ 

高原邦明 0294-53-7101 
k-takahara@rio.odn.ne.jp 

10(月) 1(月) 5(月) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費：\1000/回 
昼食代含む 

写真五七五 
八巻秀雄 0294-34-4173 
yamaki@green.ocn.ne.jp 

7(金) 5(金) 9(金) 
大久保 

交流センター 
09:00～ 
12:00 

参加費：\300/回 
昼食別途 

パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ 

ＨＰの会 
中村 進 0294-52-5525 
ssm2332@knh.biglobe.ne.jp 

4(火) 2(火) 6(火) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費：\800/回 
昼食代含む 

基礎講座 
山田和夫 0294-22-3950 
k-yamada@bb.wakwak.com 

11(火) 9(火) 13(火) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費：\800/回 
昼食代含む 

勝田地区 
渡部喜久雄 029-282-7633 
kikuo_wa@d1.dion.ne.jp 

26(水) 23(火) 27(火) 
ひたちなか市 
ワークプラザ 

13:15～ 
16:00 

参加費：\700/回 

シニア 
パソコン 

山田和夫 0294-22-3950 
k-yamada@bb.wakwak.com 

17(月) 15(月) 19(月) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費：\800/回 
昼食代含む 

PP2013講座 
安田 出  0294-37-1959 
yasuda@i.email.ne.jp 

21(金) 19(金) 16(金) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費：\800/回 
昼食代含む 

Excel マクロ
&VBA講座 

27(木) 25(木) 22(木) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費：\800/回 
昼食代含む 

 

同好会の行事ご案内（１１月～１月） ２．第５９回歩こう会【額田の歴史街道を行く】 

額田城址と周辺の歴史遺産を巡る計画です。秋日和の
気候のもとに歴史を肌で感じて歩いてみましょう！ 
・開 催 日：平成 26年 11月 20日(木) 
・集合場所：額田地区交流センター駐車場 集合 10：00 

那珂市額田南郷 31-2  029-295-6110 
・コ ー ス：額田地区交流センター(10:15)→額田城址 

(二の丸)→阿弥陀寺→引接寺(昼食)→ 
鈴木家住宅→古民家鈴木と山車庫→愛宕
神社→鹿嶋八幡神社→毘盧遮那寺→額田
地区交流センター(解散) 
総距離約 6km、平坦地 

・持 参 品：弁当、飲物、雨具等 
・参加会費：200円(非会員はプラス 300円) 
・申込締切：平成 26年 11月 13日(木) 
・申 込 先：歩こう会南地区世話人 垣貞 玲吉 

Tel/Fax：029-274-1727 
E-mail ：kakisada@ae.auone-net.jp 

１．第６２回研修会  
  [歴史探訪：二本松少年隊の史跡と霞ケ城の菊人形] 

戊辰戦争の激戦で戦死した二本松少年隊の史跡と 
霞ケ城の菊人形を見学します。 
その後、智恵子記念館と生家、帰路に大震災復旧後 
のアサヒビール福島工場を見学します。 
・開 催 日：平成 26年 11月 14日(金) 
・集 合：大甕駅前(常陽銀行大甕支店前) 7:00 
      日立南ドライブイン 7:10 
・帰 着：大甕駅前 18:30 頃の予定 
・会 費：5,500円予定（バス、昼食代、他） 
・募集人員：先着 40名 
・申込締切：10 月 30 日 
・申 込 先：石田 和夫 

Tel/Fax：0294-34-0209 
E-mail ：ishida.kazuo@nifty.com 

４ 

第１０回 デジカメ写真展のご案内 
デジカメクラブ、写真五七五グループ、野鳥・自然観察

グループ合同で写真展を開催します。会員が撮影した傑作
や楽しい写真がいっぱいです。ご家族、ご友人お誘いあわ
せの上、ご来場をお待ちしております。 

・日時：11月 20 日(木)～24日(月) 9:00～17:00 
（初日は 12:00から、最終日は 15:00 まで） 

・場所：多賀市民プラザ １階ギャラリー 

編集後記 会員投稿で佐々木正祥さんの能楽（仮
面音楽劇）、リレー随筆で鈴木博之さんの囲碁（手
談）、いずれも中国から伝わった。しかし今や日
本の伝統文化を代表するものですが、その魅力と
奥の深さを分かりやすく紹介頂きました。また同
好会行事に参加された伊藤・小宮山・笹島ご三方
の感想にある、人との関わりを通して知力・体力
維持に努めたいものです。   長島 重和 
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